第17回　施設処遇検討会議　議事録　H22.9.27

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　          出席者：秋山S.G.M・須々田珠実・小笠原嘉紀・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・木村春子・上平ユリ子

　　　　　　　　　　　　（ 欠席者：千葉C.E.O・長谷部S.G.M・馬渕豊子・中村文洋・小坂和子）

記　録：小笠原　嘉紀
議題

１：松倉　健一様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：奥山　以依子様　（青明舎利用者様）の処遇について

１：松倉　健一様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　合併症　なし

＜問題点・介入方法＞

○　日中活動について（生活リズムの確立、活動範囲の拡大、対人交流機会）

・デイケア通所により、生活リズムの確立、活動範囲の拡大、対人交流機会を作る。主治医へ相談のもと、10月からの通所利用を勧めていく。
・荘内での日中活動の過ごし方についても、本人と話し合いながら活動内容を検討する。

○　ADLの維持、向上（陰性症状による能力低下が見られる）
・金銭の計算（数を数える）が出来ないなど、従来は保持していたと思われる能力の低下が顕著に見られる。繰り返し行うことで、理解、習得はできてきているため、今後も継続していく。

・日中活動の中で、簡単な計算や漢字の書き取り等のトレーニングを取り入れる。

・口腔内の状態、耳の腫脹等、自ら不調を訴える事がない。

本人が話しやすい環境（定期的な面談実施）づくり、ＳＳＴを活用した伝え方の練習など適切な意思表示ができるよう関わっていく。

＜評価＞
　青山荘での入所前の調査で本人の支援するポイントとして①時間の活用②緊急時の対応③社会資源の活用が挙げられている。入所してから約５ヵ月が経過するが本人の状態にはあまり変化が見られない。青山荘内では計算問題や漢字トレーニングを行っているが、小遣い帳の記入や小銭を使った買い物のやり方（本人が小銭を上手く使えないため）など退所後に自宅（実家）での生活を目標とした支援が必要である。日中も自室に篭ってしまうことが多いため、デイケアへの通所を進め、日中活動の拡大と生活リズムの安定を図っていく必要がある。まだ本人の問題点の抽出が曖昧となっている部分があるためアセスメントも取り、本人の問題点を明確にしていく必要がある。

２：奥山　以依子　様　（青風荘利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症　なし

＜問題点・介入方法＞

○加減を知らない（洗顔､歯ブラシなど､力加減なく行なう。掃除機を壁にぶつけながらかける。

食事量が過度になってしまう。）

・臨機応変に行動する事が難しい為、その都度見守り、限度を分かりやすく説明し理解していただく。

・アドバイスに対して柔軟な対応が出来ない為､繰り返し説明していく
○社会資源の活用が不十分（ＡＴＭ・バス利用等の習得）
・同行外出を設定し、バスを利用して単独でも市街へ出かけ簡単な買物ができる様に支援していく。

・関係機関のレクリェーションや地域の行事などの情報を提供し地域活動へ参加する機会を作り出す。

・ＡＴＭ同行にて、繰り返し操作方法を行なうことでお金の引き出し方などの習得を図る。

○衣類を適切に着る事が出来ない
・その日の天候や気温、また外出などそれぞれの場面に適した服装が出来ているかチェックをし、必要があれば服装についてアドバイスを行なっていく。

・その都度、アドバイスした内容について振りかえってもらい状態に適した服装について習得を図る。
○話し合いの中で内容に合わない事を突然話し出す

・的外れの言動が多い為、その都度言動を振り返り場の雰囲気を乱していることを理解して頂く。

・他利用者との会話がスムーズに出来るように、ゆっくり落ち着いて話すようにアドバイスしていく。
＜評価＞

　身体面の保清（入浴の仕方）歯磨きなど本人の生活する上で必要となる部分について重点的に支援を行い、可能な限り改善を図っていく。歯磨きについては力を入れすぎることや、磨き残しがあるため、青山荘で10/14に行われる口腔衛生教室の活用も検討する。それ以外の問題点として挙げた部分は疾病によって形成されてしまった部分であり、本人がその事について上手く納得できるような内容ではない部分については、なかなか受け入れられないため改善は難しく時間を要すると思われる。集団生活の中で逸脱し、問題となるようであればこれまで通りその都度の説明と介入によって支援を行っていく。







